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は、対応のない t 検定、マン・ホイットニ検定、 χ2 検定を用いた。次にそれぞれの要因に対して単変量ロジスティ
ック回帰分析を行い、有意差ある因子については clustering を行った。また血中アディポネクチン濃度を 4.0 未満、
4.0 以上 5.5 未満、 5.5 以上 7.0 未満、 7.0μg/ml 以上に分け、これらの 4群とあわせて、 clustering の結果独立して
いた冠危険因子について多変量ロジスティック回帰分析を行った。アディポネクチン血中濃度別にわけた 4群につい
て冠動脈疾患に対するそれぞれのオッズ比を求めた。
平均血中アディポネクチン濃度は健診群では 5.9μg/ml で、あったが、冠動脈疾患患者は 4.7μg/ml であり有意に低
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差を認めた。有意差のある因子の中で clustering を行った結果、既知の冠危険因子では BMI、糖尿病、高脂血症、高














g/ml 未満の群は 7.0μg/ml 以上の群に比べ、冠動脈疾患に対するオッズ、比が有意に高値であった。したがって冠動脈
疾患を評価するうえにおいて、低アデ、イポネクチン血症のカットオフ値を 4.0μg/ml と設定するのが有用であると考
えられた。以上の研究結果は血中アディポネクチン濃度測定の臨床的意義を明らかにしたものであり、本研究は学位
の授与に値するものと考えられる。
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